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教養コア科目D（社会と歴史）
東南アジア史 1・2
遺跡から考える東南アジアの歴史と文化
木2　岩城高広先生
キーワード：　東南アジア　パガン遺跡（ミャンマー）　アンコール遺跡（カンボジア）
Web　 授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。
・ Japan Knowledge　ジャパンナレッジ　【学内限定】
　　　→ 「日本大百科全書」「日本人名大辞典」などいくつもの辞典をまとめて検索できるデータベースです。
　　　　　「アンコール・ワット」、「パガン」の項目に詳しい解説があります。他にも分からない用語は調べておきましょう。
・ 日本アセアンセンター （東南アジア諸国連合貿易投資観光促進センター） 【http://www.asean.or.jp/】
　　　→ 東南アジア各国の基本的な情報が得られます。
・ アンコール遺跡群フォトギャラリー 【http://www.angkor-ruins.com/】
　　　→ アンコール遺跡やカンボジアの文化をテーマとした個人運営のサイト。
・ 写真展「古都バガン」 【http://www.aa.tufs.ac.jp/project/oldbagan/】
　　　→ 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所で開催された写真展（終了）のサイト。
・ バダウ～ビルマ（ミャンマー）よもやま話 【http://badauk.ld.infoseek.co.jp/index.html】
　　　→ ビルマ（ミャンマー）の人々の日常生活を伝える個人運営のサイト。
・ Biruma.net 在日留学生が語るミャンマーの姿 【http://www.biruma.net/】
　　　→ 在日ミャンマー人留学生が製作しているサイト。観光情報の中に、パガン遺跡の寺院やパゴダの写真があります。
図書　 本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。
■東南アジアの風土・歴史・文化についての入門書
・ 『入門東南アジア研究』 上智大学アジア文化研究所編 新版 めこん 1999
　　　→ 東南アジアの歴史を社会・文化面、政治経済面などに大きく分け、初めに東南アジアの自然と歴史を概説し、第4章で
　　　　　は建築技術を、第8章では宗教の重層性について触れています。詳しい文献案内あり（p303～）。
★【本館閲覧室3階 302.23/NYU】
・ 『歴史世界としての東南アジア』(世界史リブレット 12) 桃木至朗著 2版 山川出版社 2003
　　　→ 全体で90ページほどの薄い本ですが、用語の解説が随所にあり、図版も多数掲載されています。
★【本館閲覧室2階 223/REK】
・ 『東南アジアの歴史－人・物・文化の交流史－』桐山昇 ほか著 有斐閣 2003
★【本館閲覧室2階 223/TOU】
■東南アジアの遺跡ガイド
・ 『遺跡が語るアジア』(中公新書) 大村次郷著 中央公論新社 1999
　　　→ カンボジア～インド～トルコを中心に各地の遺跡を解説しています。写真多数。
★【本館閲覧室4階小型 220/ISE】
・ 『東南アジアの遺跡を歩く』 高杉等著 めこん 2001
　　　→ アンコール遺跡、パガン遺跡について、全てではありませんが、建造物一つ一つに解説が付けられています。
★【本館閲覧室3階 292.3/TOU】
・ 『7日でめぐるインドシナ半島の世界遺産』 樋口英夫著 めこん 2003
　　　→ アンコール、スコータイなど、インドシナ半島の世界遺産を7日間で回るガイドブックです。
★【本館閲覧室2階 292.309/7KA】
■遺跡の概要を知るための文献
・ 『東南アジア』(世界美術大全集 東洋編 第12巻) 肥塚隆責任編集 小学館 2001
　　　→ 写真・図版を中心に、東南アジア各地の建築や壁画について解説しています。
★【本館閲覧室4階大型 708/SE22】
・ 『アンコールからのメッセージ』 石沢良昭著 山川出版社 2002
★【本館閲覧室3階大型 522.3/T52】
・ 『アンコール・王たちの物語－碑文・発掘成果から読み解く－』 石沢良昭著 日本放送出版協会 2005
★【本館閲覧室2階 223.5/ANK】
・ 『謎の仏教王国パガン－碑文の秘めるビルマ千年史－』 大野徹著 日本放送出版協会 2002
　　　→ 本館では所蔵していませんが、松戸分館から取り寄せることができます。
【松戸閲覧室 000】
** ★の付いている図書は、授業期間中（4月～8月上旬）は本館1階パスファインダーコーナーにあります。（館内利用のみ） **
視聴覚資料　 図書館には、ビデオやDVDも置いてあります。
・ 『森林の幻都・覇王の夢 : カンボジア アンコール・ワット』（美の回廊をゆく　2） ビデオ 30分　1998
・ 『祈り天空に満ちて : ミャンマー パガン万塔』 （美の回廊をゆく　5） ビデオ 30分 1998
【本館視聴覚資料室 702.23/BIN】
　　　→ 東南アジアから南アジアにかけての遺跡を扱ったドキュメンタリー全6巻の内の2巻です。
　*****　視聴覚資料は図書館のゲートを入ってすぐのところと2階の視聴覚室に並んでいます。　*****
参考図書(辞書･事典等) 初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。
・ 『事典東南アジア : 風土・生態・環境』 京都大学東南アジア研究センター編 弘文堂 1997
【本館参考 292.3/J55】
・ 『東南アジアを知る事典』 石井米雄[ほか]監修 新訂増補 平凡社 1999
　　　→ 東南アジア10カ国に関する入門的な事典です。文献案内（p487～）は、詳細な解説が付けられています。
　　　　　1986年の版は「本館閲覧室3階」にあり、こちらは貸出できます。
【本館参考 302.23/TO63】
・ 『建築大辞典』 第2版 彰国社編 1993
　　　→ 35,000語以上を収録した最大級の建築学の辞典。仏教建築で使われる用語や遺跡の解説も載っています。
【本館参考 520.33/KEN】
・ 『仏教美術事典』 中村元 久野健監修 東京書籍 2002
　　　→ インドから東南アジア・シルクロード・中国・朝鮮・日本まで、アジア全域にわたる仏教美術を詳細に解説しています。
　　　　　巻末には仏教美術年表もあります。
【本館参考 702.098/BUK】
　*****　「本館参考」にあるものは図書館内で利用して下さい。　*****
東南アジアの歴史・遺跡・美術についてもっと詳しく知りたい時
・ 『インドシナ文明史』 ジョルジュ・セデス著 みすず書房 1980
【本館閲覧室2階 223/C672】
・ 『東南アジアの伝統と発展』（世界の歴史 13） 石澤良昭, 生田滋著 中央公論社 1998
【本館閲覧室2階 209/SE22】
・ 『東南アジア史1:大陸部』（世界各国史 5）石井米雄,桜井由躬雄編 山川出版社 1999
【本館閲覧室2階 223/TON】
・ 『東南アジア史2:島嶼部』 （世界各国史 6） 池端雪浦編 山川出版社 1999
【本館閲覧室2階 223/TOU】
・ 『東南アジア古代国家の成立と展開』(岩波講座東南アジア史 2) 石澤良昭[ほか]執筆 第2版 岩波書店 2001
【本館閲覧室2階 223/IWA】
・ 『真臘風土記 : アンコール期のカンボジア』（東洋文庫507巻） 周達観 平凡社 1989
　　　→ 13世紀末、アンコール・トムを建設したカンボジア王国に元の使者に従って現地を訪れた著者の見聞録です。
　　　　　同じく、東洋文庫162巻『アンコール踏査行』は、1873年アンコール遺跡に到達したドラポルドによる紀行文です。
　　　　　Japan Knowledgeにも東洋文庫が収録されているので、オンラインで全文を読むことができます。（学内限定）
【本館閲覧室2階 080/TO82】
・ 『東南アジアの美術 』 フィリップ・ローソン著 めこん 2004
【本館閲覧室4階 702.23/TOU】
・ 『東南アジアの仏教美術』 レジナルド・ル・メイ著 明石書店 1999
【本館閲覧室4階 702.23/TOU】
・ 『東南アジアのヒンドゥー・仏教建築』 千原大五郎著 鹿島出版会 1982
　　　→ 第一部でインド的宇宙観に関する詳しい記述があり、第二部で、「アンコール期のクメール建築」（p.154～）、「パガン王
　　　　　朝の建築」（p.179～）など、東南アジア各地の建築について述べられています。
【本館閲覧室3階 522.3/C43】
・ 『アンコール・ワット拓本集』 高崎光哲著 復刻版 五月書房 1993
【本館閲覧室3階大型 522.3/T52】
・ 『パガンの仏教壁画 』 大野徹,井上隆雄編 講談社 1978
【本館閲覧室4階大型 722.9/P15】
・ 「<特集>アジアの世界遺産を護る」『建築雑誌』 115(1452), p9-51, 2000
　　　→ 雑誌『建築雑誌』の115巻1452号の特集です。オンラインで本文を読むことができます。
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